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に
育
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故
郷
を
受
け
継
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祭
り
の
あ
と
は

　
　
み
ん
な
で
花
植
え

上
　
野
　
一
　
彦

第
四
十
回
さ
ん
ば
い
祭
り

　

五
月
二
十
七
日
、
第
四
十
回
と
な
る
「
来
原
さ

ん
ば
い
祭
り
」が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、く
る
は
ら
保
育
園
の
園
児
も
参
加
し
、

か
わ
い
い
演
技
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

体
育
館
で
は
、
小
学
生
に
よ
る
歌
や
バ
イ
流
し
、

中
学
生
の
模
擬
田
植
え
、
地
元
の
芸
能
発
表
、
来

女
木
・
原
田
の
両
子
ど
も
神
楽
同
好
会
に
よ
る
神

楽
に
加
え
、
美
土
里
町
か
ら
紅
さ
ん
に
も
参
加
い

た
だ
き
、盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
「
原
田
は
や
し

田
」
の
公
演
も
行
わ
れ
、
三
頭
の
飾
り
牛
と
保
存

会
会
員
な
ど
約
五
十
人
に
よ
る
田
園
絵
巻
は
、
多

く
の
来
場
者
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

こ
の
地
に
残
る
豊
か
な
文
化
・
伝
統
を
、
こ
れ

か
ら
も
受
け
継
い
で
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　

コ
連
協
で
は
、
来
原
さ
ん
ば
い
祭
り
四
十
周
年

記
念
誌
の
発
行
に
向
け
、
編
集
作
業
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

皆
様
か
ら
の
お
話
や
資
料
の
提
供
を
い
た
だ
き

完
成
目
指
し
て
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
の
で
楽
し
み

に
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

　

お
祭
り
は
、
地
域
の
力
を
一
つ
に
し
、
地
域

の
輪
に
よ
っ
て
盛
り
上
が
り
ま
す
。
体
育
館
の

中
だ
け
で
な
く
、
体
育
館
の
外
で
も
、
来
原
地

域
の
Ｊ
Ａ
女
性
部
に
よ
る
食
事
バ
ザ
ー
、
コ
連

協
女
性
部
と
民
生
委
員
児
童
委
員
の
方
々
に
よ

る
福
祉
バ
ザ
ー
、
そ
し
て
駐
車
場
の
案
内
等
々

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
の
中
で
、
時
に
は
一
人
何
役

も
こ
な
し
、
地
域
一
丸
と
な
っ
て
盛
り
上
げ
て

い
ま
す
。

　

四
十
周
年
を
迎

え
た
こ
と
も
あ
り
、

食
事
バ
ザ
ー
で
は
、

地
元
の
食
材
を

使
っ
た
炊
き
込
み

ご
飯
や
う
ど
ん
が

用
意
さ
れ
、
多
く

の
方
々
に
ご
利
用

い
た
だ
き
ま
し
た
。

さんばい祭りを
盛り上げる
地域の輪

広報たかみやより

◀昭和53年 原田はやし田

昭和56年 広島県文化財臨地研究会 昭和53年 郷土芸能発表会

　

さ
ん
ば
い
祭
り
の
時
に
神
事
が
行

わ
れ
、
牛
が
繋
が
れ
て
い
た
場
所
に

は
、
祭
り
が
過
ぎ
る
と
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル

ド
な
ど
の
花
の
苗
が
植
え
ら
れ
ま
す
。

　

今
年
も
小
学
校
の
児
童
の
皆
さ
ん

と
職
員
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
民
生
委
員

児
童
委
員
の
皆
さ
ん
、
コ
連
協
の
役
員

の
皆
さ
ん
が
一
緒
に
な
っ
て
、
花
の
苗

を
植
え
ま
し
た
。　

暑
い
日
差
し
の
中

の
作
業
で
し
た
が
、

大
き
く
育
ち
、
綺
麗

に
咲
き
そ
ろ
い
、
道

ゆ
く
人
の
心
を
和
ま

せ
て
く
れ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

　

ま
た
福
祉
バ
ザ
ー
で
は
、
ご
家
庭
に
あ
る
品

物
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
販
売
し
ま
す
。
今
回

の
売
上
金
は
、
四
万
四
千
六
百
円
で
し
た
。
こ

の
売
上
金
を
基
に
、
春
と
秋
の
年
二
回
、
手
造

り
の
お
弁
当
を
七
十
五
歳
以
上
の
一
人
暮
ら

し
、
八
十
歳
以
上
の
二
人
暮
ら
し
の
方
に
届
け

て
お
り
ま
す
。数
年
前
か
ら
小
学
校
の
協
力
で
、

子
供
た
ち
の
手
描
き
の
掛
紙
と
お
手
紙
で
一
段

と
心
温
ま
る
品
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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こ
の
た
び
の
豪
雨
災
害
に
お
い
て
、
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た

方
々
に
哀
悼
の
意
を
表
す
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
ま
し
た
皆
様
に

心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、私
は
、こ
の
春
、来
原
小
学
校
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た

高
松
昌
子
で
ご
ざ
い
ま
す
。
初
め
て
高
宮
の
地
で
勤
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
る
七
月
二
十
日
、
一
学
期
を
終
え
、
全
て
の
子
供
た
ち
が
夏

休
み
に
入
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
保
護
者

の
皆
様
を
は
じ
め
、
地
域
の
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
、
お
力
添
え

の
お
か
げ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

本
校
は
、
地
域
の
中
の
学
校
と
し
て
、
地
域
を
学
び
舎
と
し
教

育
活
動
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
そ
の
中
で
、
子
供
た
ち
の
笑
顔
が

あ
ふ
れ
、
夢（
目
標
）に
向
か
っ
て
努
力
す
る
来
原
っ
子
が
育
っ
て

き
て
い
ま
す
。
そ
れ
も
ご
家
庭
の
皆
様
・
地
域
の
皆
様
の
絶
大
な

る
ご
支
援
の
賜
物
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
重
ね
て
感
謝
い

た
し
ま
す
。

　

学
校
の
主
人
公
は
子
供
た
ち
で
す
。
子
供
た
ち
が
尚
一
層
輝
く

こ
と
が
で
き
る
よ
う
本
校
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
同
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

笑
顔
い
っ
ぱ
い　

　
　
　

夢
い
っ
ぱ
い
の
学
校
に
!!

　
　
　
　
　
　
　
　

  

輝
け
、来
原
っ
子

安
芸
高
田
市
立
来
原
小
学
校 

校
長

高 

松  

昌 

子

　自然豊かな田園地域、散歩に出かけるとカエル、
カメなどの生き物に出会い、色とりどりの雑草の花
束を手ににぎりしめてうれしそうに帰ってくる子ど
もたち。くるはら保育園の子どもたちが“のびのび”
“生き生き”としているのは、そうした自然環境の他、

地域の方の力が大きく関わっていると実感します。
　毎年、トウモロコシの収穫体験に声をかけてくださる方、「花を植える会」で子どもたちと触
れ合い、命の大切さを伝えて下さる民生委員児童委員の皆様、そして、年間を通して地域の伝統
文化や菜園活動を支えて下さる老人会の皆様
との体験が“やってみたい”“おもしろそう”
の意欲や生きる力の基になっているように
感じます。
　地域の皆様のご支援、ご協力をいつもあり
がとうございます。

原田駐在所より

山本さんご一家から

　

平
素
よ
り
警
察
業
務
へ
の
ご
理
解
、
ご
協

力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
の
四
月
か
ら
原
田
駐
在
所
で
勤
務
を

し
て
い
る
丸ま
る
の野

健た
け
る

と
い
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
妻
も
帯
同
で
赴
任
し
て
お
り
、

二
人
で
生
活
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
広
島
市
内
の
警
察
署
で
勤

務
し
て
お
り
、
駐
在
所
勤
務
は
初
め
て
と
な

り
ま
す
。

　

赴
任
し
た
当
初
は
、
初
め
て
の
こ
と
が
多

く
不
安
な
気
持
ち
も
あ
り
ま
し
た
が
、
地
域

住
民
の
方
々
に
も
助
け
ら
れ
、
駐
在
所
勤
務

に
も
大
分
慣
れ
て
き
ま
し
た
。

　

来
原
地
区
は
、
犯
罪
の
発
生
が
極
め
て

少
な
く
、
ま
た
、

交
通
事
故
も
少

な
い
の
で
す
が
、

皆
様
が
よ
り
安

全
・
安
心
に
暮

ら
せ
る
よ
う
、

パ
ト
ロ
ー
ル
や

巡
回
連
絡
等
の

活
動
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　

家
族
共
々
、

い
つ
も
お
世

話
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。

本
年
四
月
ま

で
原
田
駐
在

所
で
勤
務
を

し
て
お
り
ま

し
た
山
本
で

す
。

　

二
年
間
と

短
い
間
で
し

た
が
、
在
任

期
間
中
は
駐

在
所
業
務
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

四
月
か
ら
は
、
吉
田
の
安
芸
高
田
警

察
署
交
通
指
導
捜
査
係
で
勤
務
を
し
て

お
り
ま
す
。

　

本
署
で
の
勤
務
と
な
り
ま
し
た
が
、

引
き
続
き
原
田
地
区
の
日
南
側
に
住
居

を
借
り
、生
活
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
地
域
行
事
等
に
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
の

で
、
家
族
共
々
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

　7月1日（日）第56回安芸高田市消防団高宮方面隊団長査
閲は、高宮町内６分団が参加し、船佐小学校で開催されま
した。
　消防団員の皆さんは、それぞれが
仕事を持つ中、いざという時、地域住
民の生命と財産を守るため、日頃よ

り技術を高め、チームワークを強めてこられています。団長査閲では、第
１分団（原田地域）は小型ポンプ操法の部で準優勝、第２分団（来女木地域）
は訓練礼式の部で準優勝と、その成果を存分に発揮してくださいました。
　さらに、7月上旬の豪雨災害やそれに続く台風12号における消防団員の
皆様の活動には、心よりの感謝を申し上げます。

～地域の方との交流で
　　　　　　育つ子どもたち～

消防団活動に感謝!!消防団活動に感謝!!
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高 美 園 コ メ ン ト

　公益社団法人安芸高田市シルバー人材センターは、自らの能力を活かしながら社会参加
をしたいという60歳以上の会員に、企業や家庭、公共団体などから依頼された多様なニー
ズに応じた就業の機会を提供することにより、高齢者の「居場所」と「出番」をつくり、「生
涯現役社会」の実現を果たす役割を担っています。高齢者の社会参加を実現し、「生きがい
や生活の充実」を図るとともに、活力ある地域社会を生み出すことを目的としています。
　今年2月からは、高宮町原田の住野工業(株)高宮工場より依頼を受け、同社敷地内の作業
エリアを利用して、1日5人程度の人数で自動車部品の組付け作業を行っています。
　また、5月からは高美園の建屋の一部を借りて、自動車部品のバリ取り作業を開始しまし
た。
　高美園では、安芸高田市介護予防事業（げんき教室）を行っており、シルバー人材セン
ターの「生きがいや生活の充実」といった部分がマッチングすることから、高宮地域と美土
里地域の「働く場」として、作業所を運営することになりました。
　現在は、6名の会員で作業を行っています。

　安芸高田市シルバー人材センターでは、原則毎月15日に入会説明会を開催しています。
この機会に是非入会していただき、皆さんも一緒に働いてみませんか。

　☎42‐4411　担当　近村・山永

　会員からは、「のどかで気持ちが落
ち着くため、仕事がしやすい。」「作業
場も広く、ゆったりのびのびと自分の
ペースで仕事をしています。」と環境
の良い作業所のようです。「昼食時に
は、それぞれで作った料理をお互いが
持ち寄って食べています。」と楽しそ
うに話していただきました。

　仕事中は、「品質を最重点」において
作業を行っていますが、休憩時には世
間話に花を咲かせながら、楽しい時間
を過ごしています。グループで仕事を
行っているという共通意識を持ち、
意見を出し合いながら、「自分たちの仕
事」として、責任感を持って作業して
います。

安芸高田市シルバー人材センターより
寄稿いただきました

来原地域に２カ所の作業所開設！　

七
月
「
大
雨
特
別
警
報
」
が
出
さ
れ
数
十
年
に
一
度
と
い
う

豪
雨
が
、
西
日
本
に
、
そ
し
て
市
内
各
所
に
大
き
な
爪
痕
を
残

し
ま
し
た
。
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と

と
も
に
、
被
害
を
受
け
ら
れ
た
皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

来
原
地
区
に
お
い
て
も
、
河
川
・
道
路
等
の
大
雨
に
よ
る
崩

壊
箇
所
が
数
カ
所
出
て
お
り
ま
す
。
早
期
の
復
旧
が
な
さ
れ
る

こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
七
月
六
日
十
五
時
に
市
内
全
域
に
発
令
さ
れ
た
避
難

勧
告
に
よ
っ
て
避
難
所
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
七
日
午
前
六
時

の
段
階
で
の
避
難
所
の
利
用
状
況
は
、
吉
田
町
五
避
難
所
二
二

五
世
帯
五
〇
九
名
、
八
千
代
町
二
避
難
所
二
十
六
世
帯
六
十
一

名
、
美
土
里
町
六
避
難
所
九
世
帯
十
六
名
、
高
宮
町
五
避
難
所

三
十
二
世
帯
五
十
七
名
、
甲
田
町
一
避
難
所
一
一
六
世
帯
二
一

七
名
、向
原
町
四
避
難
所
一
二
六
世
帯
二
五
八
名
で
し
た
。

　

来
原
地
域
で
は
、
二
カ
所
の
避
難
所
が
開
設
さ
れ
、
六
日
か

ら
七
日
に
か
け
て
、
プ
ラ
タ
ナ
ス
と
来
女
木
公
民
館
に
て
、
五

世
帯
十
三
人
の
利
用
が
あ
り
ま
し
た
。

　

町
内
の
避
難
所
を
利
用
さ
れ
た
方
々
か
ら
は
、「
堤
の
決
壊
が

心
配
で
。」「
安
全
の
た
め
近
所
の
方
と
避
難
を
決
め
た
。」「
一

人
で
夜
を
過
ご
す
の
は
不
安
。」「
子
供
が
怖
が
る
の
で
。」
な
ど

の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
日
本
気
象
協
会　

ト
ク
す
る
！
防
災
」
に
は
【
避
難
の
心

得
】と
し
て
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　
自
治
体
か
ら
発
令
さ
れ
る
避
難
情
報
に
は
危
険
度
の

低
い
順
か
ら
、「
避
難
準
備
・
高
齢
者
等
避
難
開
始
」、「
避

難
勧
告
」、「
避
難
指
示（
緊
急
）」が
あ
り
ま
す
。

　「
避
難
準
備
・
高
齢
者
等
避
難
開
始
」
が
発
令
さ
れ
た

段
階
か
ら
主
要
な
指
定
緊
急
避
難
場
所
が
開
設
さ
れ
始

め
ま
す
。夜
暗
く
な
っ
て
か
ら
の
避
難
は
危
険
で
す
の
で
、

日
没
前
の
明
る
い
う
ち
に
避
難
を
完
了
で
き
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
危
険
を
感
じ
る
場
合
な
ど
は
、
自

ら
の
判
断
で
早
め
に
避
難
す
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー「
プ
ラ
タ
ナ
ス
」
の
鍵
の
置

き
場
所
を
変
更
し
ま
す
。

　

プ
ラ
タ
ナ
ス
入
り
口
の
ト
イ
レ
前
に
ボ
ッ
ク
ス
が
あ
り
、

そ
の
中
に
利
用
日
誌
と
鍵
が
置
い
て
あ
り
ま
す
。
管
理

の
都
合
上
、
九
月
よ
り
ナ
ン
バ
ー
キ
ー
を
掛
け
ま
す
の
で
、

利
用
さ
れ
る
方
は
右
表
の
コ
連
協
執
行
部
役
員
に
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。
な
お
、
会
場
の
予
約
は
従
来
ど
お
り
入
り
口

正
面
の
カ
レ
ン
ダ
ー
に
記
入
し
て
い
た
だ
き
、
利
用
後
は

利
用
日
誌
に
必
ず
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

　広報くるはらは、昭和53年９月27日に創刊号が発行され、それ以降、「さんばい祭り」の記事など、地域
の歩みを綴りつつ今回が第55号の発行となりました。これまでの発行では、平成5年第
12号から概ね年2回の発行をしてまいりましたが、来年より定期発行を年1回8月発行と
いたします。また、必要があれば臨時の発行も行いますので、ご理解のほどよろしくお
願いいたします。

西日本豪雨により被災された皆様にお見舞いを申し上げます

◆
プ
ラ
タ
ナ
ス
の
利
用
方
法
の
変
更
に
つ
い
て

住 野 工 業 コ メ ン ト

コ連協執行部役員

会　長 秋國　　満

副会長 猪掛　公詩

　〃 亀井　　聖

　〃 藤田　康子

総務部長 岩崎　　猛

福祉厚生部長 住田コズヱ

体育部長 信藤　　清

青少年育成部長 本多　正樹

文化部長 上野　一彦

環境保全部長 中﨑　克則

広報部長 山根　温子

事務局 岩見　孝志

　〃 高下　正晴

　〃 児玉　　晃

　
プ
ラ
タ
ナ
ス
の
鍵
を
管
理
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

平
本
様
に
は
、
本
当
に
長
い
年
月
に
わ
た
り
地
域
の

た
め
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

◆広報くるはら発行について

避難の心得
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編
集
後
記

　

７
月
５
日
か
ら
の
豪
雨
に
よ

る
災
害
で
お
亡
く
な
り
に
な
ら

れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
心
か
ら

お
祈
り
い
た
し
ま
す
と
と
も

に
、
ご
遺
族
の
皆
さ
ま
に
心
か

ら
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に

心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が
続
い
て

お
り
ま
す
が
、
来
原
地
域
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
お
体

に
気
を
つ
け
て
お
す
ご
し
く
だ

さ
い
。

（
Ｈ
・
Ｋ
）

☆
コ
連
協
等
行
事
予
定

９
月
８
日　

高
宮
中
学
校
ナ
イ
タ
ー
運
動
会

９
月
30
日　

来
原
小
学
校
運
動
会

10
月
６
日　

く
る
は
ら
保
育
園
わ
ん
ぱ
く
運
動
会

10
月
14
日　

敬
老
会

10
月
21
日　

第
36
回
た
か
み
や
大
地
の
祭
り

11
月
中
旬　

福
祉
弁
当
高
齢
者
訪
問

11
月
下
旬　

原
田
神
楽
団
太
刀
納
め
・
原
田
客
祭
り

11
月
23
日　

来
女
木
客
祭
り


